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1. 平成 30年度の強震観測記録
Strong-Motion Seismograph Records in 2018

技術支援課 辻 昌宏、〇町田 晋

1. はじめに

「東京都震災予防条例」（現東京都震災対策条例）

にもとづき、昭和 53 年度より建設局が管理する道路

構造物と河川構造物の強震観測を行っている。

強震観測とは地震により構造物やその周辺地盤が受

ける影響を調査するため、加速度を計測するものであ

る。将来、観測データを活かして耐震設計等に反映さ

れることが期待されている。

この報告は平成 30 年度の強震記録について、観測

された最大加速度を発生地震ごとにまとめたものであ

る。

2. 観測の概要

強震観測地点の位置とそれぞれの強震計の概要を図

－1 及び表－1 に示す。平成 30 年度における観測地点

は、道路構造物（橋梁）で 12 地点、河川構造物（堤

防・護岸、水門）で 5地点、センターで 1地点の計 18

地点である。強震計は各地点で基本的に対象構造物上

とその周辺地盤上に設置されており、センサーのみの

場合も含めてのべ 42台で観測している。

観測は通年で行われており、記録の回収を年 4 回

（6、9、12、3月）実施している。

3. 平成 30年度の観測記録

表－2 に平成 30 年度に発生した地震のうち東京千代

田区大手町観測点における計測震度が 2 以上であった

地震の概要と最大加速度記録地点を示す。平成 30 年

度は震度 2 が 10 回、震度 3 が 1 回観測されているが、

震度 4以上は観測されていない。

18地点での観測記録において、最大加速度の最大

値は茨城県南部を震源とする地震（2018 年 11 月 27

日・最大震度 2）時における 35.4Gal（中川護岸の

地盤上南北方向）であった（波形図は図-2 参照）。

また、2 番目に大きな値は、同じく茨城県南部を震

源とする地震（2019 年 1 月 14 日・最大震度 2）時

の 33.1 Gal（中川護岸の地盤上南北方向）であっ

た（波形図は図-3参照）。

また、最大震度 3 が観測された千葉県東方沖を震

源とする地震（2018 年 7 月 7 日）では新中川堤防

の地盤上南北方向で 24.5 Gal を観測した（波形図

は図-4参照）。

最大震度 2 以上の地震は多くが海域および海岸近

くを震源とするものであったが、内陸を震源とする

地震も 2 度確認された。その中での最大加速度の最

大値は、東京都北部の内陸（群馬県南部）を震源と

する地震（2018 年 6 月 17 日）において羽村大橋の

橋脚上南北方向で観測された 16.4 Gal であった

（波形図は図-5参照）。

4. まとめ

平成 30 年度は震度 4 以上の比較的大きな地震は発

生せず、観測された最大加速度の最大値は 35.4Gal で

あり比較的小さな値であった。今後も引き続き強震観

測を継続して地震時における加速度データを集積する

と共に、研究機関等に情報提供するなど幅広く観測結

果の活用に繋げていきたいと考えている。また、観測

図－1 観測地点位置図
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図-2 最大加速度の最大値を記録した中川護岸地盤の波形図 

2018-11-27 08:33:51(GMT+9:00:00) Mw5.0  N36-04-03 E139-51-08  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 最大加速度の第 2位を記録した中川護岸地盤の波形図 

2019-01-14 13:23:42(GMT+9:00:00) Mw4.9  N36-09-07 E139-48-06  
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地点における構造物の長寿命化工事が随時進められて

いることから、工事前後の観測データを比較すること

で耐震効果を検証することができないか、検討してい

きたい。

参 考 文 献

1) 気象庁（2018年 11 月 27 日）：震度データベース（http://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.php）.

表－1 観測地点一覧

表－2 大手町における震度２以上の地震 1)
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図-2 最大加速度の最大値を記録した中川護岸地盤の波形図 
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図-3 最大加速度の第 2位を記録した中川護岸地盤の波形図 
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地点における構造物の長寿命化工事が随時進められて

いることから、工事前後の観測データを比較すること

で耐震効果を検証することができないか、検討してい

きたい。

参 考 文 献

1) 気象庁（2018年 11 月 27 日）：震度データベース（http://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.php）.

表－1 観測地点一覧

表－2 大手町における震度２以上の地震 1)
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2. 浅層地下水の観測記録（平成 30年） 
Observation Records of Shallow Groundwater Level in 2018  

 
技術支援課 大澤健二 ○國分邦紀 川合将文 

 
１． はじめに 

建設事業において地下水に関する情報は、工事の

施工方法の選択や工事が周辺の地盤環境に与える大

きな影響を検討するため不可欠である。 

こうした背景から、土木技術支援・人材育成セン

ターでは、昭和 30年代より地下水の調査や建設工事

に伴う地盤環境への影響を調べるため、浅層地下水

の継続的な観測を行って基本的な技術情報を発信し

てきた１）。 

 

２．観測の概要 

本報では、昨年２）と同じく、図－１に示す都内６

箇所の観測井について、平成 30年の地下水位の状況

と降水量の関係を報告する。観測地点は図に示すと

おり全て台地部に位置している。 

地下水位は、井戸枠上端から水面までの深度であ

る。図－２及び表－１にはそれぞれの観測地点の井

戸高 h1、井戸深 h3、ストレーナ深 h5、ストレーナ

長 h4及び井戸標高（T.P＋）を示した。水位観測は、

連続観測した値を正時１時間ごとの読み取り値で行

った。水位の値は、１日 24 時間データ（１時間毎

24個）の平均値を用いた。降水量については、観測

地点①、②は、気象庁アメダスの練馬観測所、観測

地点③～⑥は、府中観測所の日降水量の値を用いた。          

 

② 

図－１ 観測井名と位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 最大震度 3の地震時における新中川堤防地盤の波形図 

2018-07-07 20:23:49(GMT+9:00:00) Mw6.0  N35-09-09 E140-35-05  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 内陸を震源とする地震時における羽村大橋橋脚（P7）の波形図 

2018-06-17 14:46:18(GMT+9:00:00) Mw4.6  N36-27-03 E139-10-03  
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